



































① 3つのアクセント型の区別を有する；② 3つのアクセント型の区別を記述するためには 2モー
ラ以上の語根もしくは接語が写像される韻律単位（すなわち韻律語 Prosodic Word; PWd）を導入
する必要がある。
　第 3節以降では多良間方言の型の中和に焦点を当てる。青井（2016a, 2016d）でも指摘したよ
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律句内におけるピッチの下降の有無と位置によって区別される（松森 2014；五十嵐 2015, 2016；
青井 2016a, 2016d）。たとえば 2モーラ接語 =mai「も」が付加された場合，3つのアクセント型
の区別は（1）のように実現される。なお例文中の“ ] ”は急激な下降を，“ . ”（ドット）はモー
ラ境界を表す。また“( )PWd”は韻律語（後述）の境界を表し，“{ }PPh”は韻律句の境界を表す（以
下同様）。
（1）  多良間方言における名詞アクセントの 3つの型の区別
   a.  下降 1型（F1型）： madu=mai ...「暇も…」
              {(ma.du)PWd(ma.i)PWd}PPh
              ma]dumai          …当該名詞 maduで下降
   b.  下降 2型（F2型）： jadu=mai ...「戸も…」
              {(ja.du)PWd(ma.i)PWd}PPh
              jaduma]i           …後続の助詞 =maiで下降
   c.  平板型（F0型）：  juda=mai ...「枝も…」
              {(ju.da)PWd(ma.i)PWd}PPh




表層形のピッチパターンから， 3つの型をそれぞれ下降 1型（F1型），下降 2型（F2型），平板型（F0




（2）  多良間方言の 3つのアクセント型のピッチパターン
   a.  F1型：韻律句の左から 1つ目の韻律語の次末モーラで下降する。
   b.  F2型：韻律句の左から 2つ目の韻律語の次末モーラで下降する。






では不充分であり，韻律語も併せて参照する必要がある（松森 2014；五十嵐 2015；青井 2016a, 
2016d）。
（3） 多良間方言の韻律階層（青井 2016d: 73）
  韻律句（PPh）  … アクセント型が付与される単位
 
  韻律語（PWd）  … アクセント核が付与される単位
 
    音節
 







に要約してみよう（松森 2010, 2014；五十嵐 2015, 2016；青井 2016a, 2016d）。
1 松森（2010, 2014）および五十嵐（2015, 2016）は，琉球祖語に想定される 3つのアクセント型（系列）と
の対応関係から，各型を A型・B型・C型と呼んでいる。本稿で用いる名称との対応は以下の通りである：
下降 1型（F1型）＝ C型，下降 2型（F2型）＝ B型，平板型（F0型）＝ A型。
2  同様の単位は宮古池間方言（五十嵐 2016など），宮古与那覇方言（松森 2013），八重山黒島方言（松森
2015, 2016b）などでも報告されており，南琉球の諸方言で広く認められる可能性があることが松森（2015）
や五十嵐（2016）によって指摘されている。
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（4）  多良間方言の名詞アクセント体系の特徴
   a.  3つのアクセントの区別を有する（すなわち三型体系である）。
   b.  3つのアクセント型は，韻律句内部に現れる下降の有無と位置によって区別される。







（5）  多良間方言の 3つのアクセント型の基底表示
   a.  F1型：有核。当該語根から始まる韻律句の 1つ目の韻律語に核を指定する。
   b.  F2型：有核。当該語根から始まる韻律句の 2つ目の韻律語に核を指定する。
   c.  F0型：無核。
（6）  多良間方言のアクセントの実現規則
   a.  アクセント核付与規則
     － 韻律句の初頭の語根のアクセント型が F1型なら，当該韻律句の左から 1つ目の韻
律語にアクセント核を付与せよ。
     － 韻律句の初頭の語根のアクセント型が F2型なら，当該韻律句の左から 2つ目の韻
律語にアクセント核を付与せよ。
   b.  下降位置確定規則
     付与された韻律語の次末モーラにアクセント核を付与せよ。
   c.  音調付与規則





        a. F1型 madu「暇」    b. F2型 jadu「戸」     c. F0型 juda「枝」
形態統語構造  madu=mai …       jadu=mai …        juda=mai …
音韻構造     {(ma.du)PWd(ma.i)PWd}PPh   {(ja.du)PWd(ma.i)PWd}PPh   {(ju.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
実現規則（6a, b） {(ma*.du)PWd(ma.i)PWd}PPh  {(ja.du)PWd(ma*.i)PWd}PPh   {(ju.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
 
実現規則（6c） H L H L H
ピッチパターン ma]dumai        jaduma]i         judamai























　環境とアクセント型の対立・中和の関係は次頁の表 1のように表すことができる（青井 2016a, 







韻律語の数が 3以上のときに初めて 3つの型の対立が実現される。それに対して，韻律語数が 2
もしくは 1の場合には型の中和が観察される。型の中和パターンは，韻律語数が 2のときと 1の
ときとでは異なっており，前者の環境では F2型と F0型が中和し，後者の環境では全ての型が
中和する。
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表 1　アクセント型の区別の実現パターン（青井 2016d: 74）
韻律語の数 1 2 3
単独形・言い切り形 F1 ~ F2 ~ F0 F1 / F2 ~ F0 F1 / F2 / F0
接続形 F1 / F2 ~ F0
F1 ~ F2 / F0
F1 / F2 / F0 F1 / F2 / F0
　接続形（当該韻律句末と発話末とが一致しない場合）では，当該韻律句に含まれる韻律語が 2
以上であれば，3つの型の区別が実現される。一方，当該韻律句に含まれる韻律語数が 1の場合，
型の区別は 2つしか実現されない。このとき，表 1を見るとわかるように，型の中和には 2種類









うな 1モーラ接語が単独で付加された環境で現れる（青井 2012, 2016a, 2016d）。
（8）  平板中和（F1/F2~F0；F2型と F0型の中和）
   a.  F1型： madu=nu ...「暇が…」
         {(ma.du.nu)PWd}PPh
         madu]nu       …韻律句内に下降あり 
   b.  F2型： jadu=nu ...「戸が…」
         {(ja.du.nu)PWd}PPh
         jadunu        …韻律句内に下降なし
         　Cf. (1b) jaduma]i
   c.  F0型： juda=nu ...「枝が…」              中和
         {(ju.da.nu)PWd}PPh
         judanu        …韻律句内に下降なし
　韻律語は 2モーラ以上の語根もしくは接語が写像される韻律的単位であるため，1モーラ接語
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は単独で韻律語を形成することができない。1モーラ接語は，（8）に示したように，先行する語
根や接語と 1つの韻律語を形成する（松森 2014；五十嵐 2015；青井 2016a, 2016d）。
　（8）を見るとわかるように，1モーラ接語が単独で付加される環境では，F2型と F0型の区別
が中和する。すなわちどちらも韻律句内に急激なピッチの下降がないパターンで実現される。こ






（9）  下降中和（F1~F2/F0；F1型と F2型の中和）
   a.  F1型： madu=nu=du ...「暇がゾ…」
         {(ma.du.nu.du)PWd}PPh
         madunu]du        …韻律句内に下降あり
   b.  F2型： jadu=nu=du ...「戸がゾ…」              中和
         {(ja.du.nu.du)PWd}PPh
         jadunu]du        …韻律句内に下降あり
          Cf. (1b) jaduma]i
   c.  F0型： juda=nu=du ...「枝がゾ…」
         {(ju.da.nu.du)PWd}PPh
         judanudu         …韻律句内に下降なし
　すでに言及したように，1モーラ接語は単独で韻律語を形成することができない。したがって，
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（10）  アクセント実現規則の適用過程②：（8）の場合
        a. F1型 madu「暇」   b. F2型 jadu「戸」    c. F0型 juda「枝」
形態統語構造  madu=nu …       jadu=nu …       juda=nu …
音韻構造     {(ma.du.nu)PWd}PPh    {(ja.du.nu)PWd}PPh     {(ju.da.nu)PWd}PPh
実現規則（6a, b） {(ma.du*.nu)PWd}PPh    {(ja.du.nu)PWd}PPh     {(ju.da.nu)PWd}PPh
 
実現規則（6c） H L H H








        a. F1型 madu「暇」    b. F2型 jadu「戸」     c. F0型 juda「枝」
形態統語構造  madu=nu=du …      jadu=nu=du …       juda=nu=du …
音韻構造 {(ma.du.nu.du)PWd}PPh {(ja.du.nu.du)PWd}PPh {(ju.da.nu.du)PWd}PPh
実現規則（6a, b） {(ma.du.nu*.du)PWd}PPh {(ja.du.nu.du)PWd}PPh {(ju.da.nu.du)PWd}PPh
  
実現規則（6c） H L H H
ピッチパターン madunu]du  *jadunudu  judanudu
     Cf. (9b) jadunu]du 
　2つ目の韻律語が当該韻律句に存在しない場合F2型のアクセントは実現されないとすると，（9）
においても F2型のアクセントは実現されないはずである。しかし実際には，この環境において
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えることができないことを指摘した上で，（12）のようにアクセント規則を改定することを提案
している。
（12）  五十嵐（2015: 18–19）のアクセント規則（（6）に合わせて表現を改変）
   a.  アクセント核付与規則
     － 韻律句の初頭の語根のアクセント型が F1型なら，当該韻律句の左から 1つ目の韻
律語にアクセント核を付与せよ。
     － 韻律句の初頭の語根のアクセント型が F2型なら，当該韻律句の左から 2つ目の韻
律語（それが存在しない場合は 1つ目の韻律語）にアクセント核を付与せよ。
   b.  下降位置確定規則
     付与された韻律語の次末モーラにアクセント核を付与せよ。
   c.  音調付与規則








         a. F1型 madu「暇」   b. F2型 jadu「戸」    c. F0型 juda「枝」
形態統語構造   madu=nu=du …     jadu=nu=du …      juda=nu=du …
音韻構造      {(ma.du.nu.du)PWd}PPh   {(ja.du.nu.du)PWd}PPh   {(ju.da.nu.du)PWd}PPh
実現規則（12a, b）  {(ma.du.nu*.du)PWd}PPh  {(ja.du.nu*.du)PWd}PPh   {(ju.da.nu.du)PWd}PPh
 
実現規則（12c） H L H L H
ピッチパターン   madunu]du       jadunu]du      judanudu



















   a.  F1型： madu=nu neen.「暇がない。」
         {(ma.du.nu)PWd(ne.e.n)PWd}PPh
         madu]nuneːn
   b.  F2型： jadu=nu neen.「戸がない。」
         {(ja.du.nu)PWd(ne.e.n)PWd}PPh
         jadununeː]n
   c.  F0型： juda=nu neen.「枝がない。」     中和
         {(ju.da.nu)PWd(ne.e.n)PWd}PPh



































　調査は 2016年 7月～ 8月に沖縄県宮古郡多良間村（多良間島）で実施した。協力者は男性 1
名（1935年生・字塩川出身 5）である。録音機器は maranz PMD661，マイクは AKG C520を使用し，
サンプル周波数 44.1 kHz 16 bit，WAV形式で録音した。録音には（15）の枠文を使用した。
（15）  調査文
   X=nu(/=ɡa6) V+bur.「Xが Vしている。」
　（15）の Xには表 2の名詞語根のいずれかが，Vには表 3の動詞語根のいずれかが入る（なお
動詞のアクセント型の区別には，動詞語根内で下降する F1型と下降しない F0型の 2種類のみ
認められる；言い換えれば，F2型は認められない（青井 2016d: 71））。名詞語根 Xに後続する接





F1型 k- 来る mii- 見る
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（16） 作業仮説
   a.   当該韻律句内に 1つしか韻律語が含まれない場合，F2型のアクセント核は 1つ目の
韻律語に付与される。



















   {(X.nu)PWd(V)PWd(bu.r)PWd}PPh
　このような韻律構造になるとき，（18）のような結果が予測される。
（18）  本調査で得られる結果の予測
   a.  動詞語根 Vのアクセント型の区別が実現しない。
   b.  名詞語根 Xのアクセントの 3つの型の区別が実現する。
　まず動詞語根 Vのアクセント型の区別は実現されないことが予測される。なぜなら，多良間
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だけが韻律句全体のピッチパターンを決めている。
（19） 複合名詞のアクセント（松森（2014: 25, 27）より抜粋。表記は一部改変）
   a.   upusju+kami「海水用の甕」（F1 + F1 = F1）  upusju+kami=mai …「海水用の甕も…」
                         {(u.pu.sju)PWd(ɡa.mi)PWd(ma.i)PWd}PPh
                         upu]sjuɡamimai
   b.  adan+kii「アダンの木」（F1 + F2 = F1）  adan+kii=mai …「アダンの木も…」
                       {(a.da.n)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
                       ada]nɡiːmai
   c.  zɨmami+msju「ピーナツ味噌」（F1 + F0 = F1）  zɨmami+msju=mai …「ピーナツ味噌も…」
                         {(zɨ.ma.mi)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh
                         zɨma]mimsjumai
　予測される韻律構造（17）{(X.nu)PWd(V)PWd(bu.r)PWd}PPhにおいて，動詞語根 Vは韻律句の左端
には位置しておらず，したがって Vのアクセント型の区別（F1型 vs. F0型）は実現されないは
ずである。たとえば（20）のように，動詞語根 Vのアクセント型が異なっていても，名詞語根
Xが同じであれば，全体のピッチパターンは同じになることが予測される。
（20）  予測されるピッチパターン①（X＝ umma「祖母」（F0型）の場合）
   a.  V＝ mii-「見る」（F1）： umma=ɡa mii+bur.「祖母が見ている。」
                {(u.m.ma.ɡa)PWd(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                ummaɡa miːbu]ɭ
   b.  V＝ nii-「煮る」（F0）： umma=ɡa nii+bur.「祖母が煮ている。」   中和
                {(u.m.ma.ɡa)PWd(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh




る。すなわち X=nu V+bur.「Xが Vしている。」に存在する 3つの韻律語が 1つの韻律句に含まれ
るとするのが妥当であれば，名詞語根 Xの 3つのアクセント型の区別は（21）のように実現さ
れるはずである。
　（21a）のように Xが F1型であれば 1つ目の韻律語（当該名詞語根 Xを含む韻律語）の次末モー
ラで下降し（(21a) jarabi]nu），（21b）のように F2型であれば 2つ目の韻律語（動詞語根 nii-「煮る」
を含む韻律語）の次末モーラで下降する（(21b) ni]ːbuɭ）。また（21c）のように Xが F0型であれ
ば，下降は発話末に現れる（(21c) niːbu]ɭ；なおこのとき発話末に現れる下降は Final Lowering規
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（21） 予測されるピッチパターン②（V＝ nii-「煮る」（F0型）の場合）
   a.  X＝ jarabi「子ども」（F1）： jarabi=nu nii+bur.「子どもが煮ている。」
                  {(ja.ra.bi.nu)PWd(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                  jarabi]nu niːbuɭ
   b.  X＝ midum「妻」（F2）： midum=nu nii+bur.「妻が煮ている。」
                {(mi.du.m.nu)PWd(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                midumnu ni]ːbuɭ
   c.  X＝ umma「祖母」（F0）： umma=ɡa nii+bur.「祖母が煮ている。」
                 {(u.m.ma.ɡa)PWd(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                 ummaɡa niːbu]ɭ
5. 結果と考察
　本節では，第 4節で提示した 2つの作業仮説（16）を検証した結果を示す。本節の結果は以下
の 2点に要約できる：①調査文 X=nu V+bur.「Xが Vしている。」の環境では「韻律句の拡張」は


















のように動詞のアクセント型が F1型のときには動詞語根 k-「来る」および mii-「見る」の次末
モーラで下降が生じ，一方（22b）のように F0型のときには発話末まで下降が生じない（なお，
このとき発話末に生じている下降はアクセントによるものではなく，イントネーションによるも
 青井隼人／国立国語研究所論集 13: 1–23 (2017) 15
の（Final Lowering規則；五十嵐 2015: 29）である）。
（22）  調査結果①（X＝ umma「祖母」（F0型））
   a.  V＝ k-「来る」（F1）：umma=ɡa kii+bur.「祖母が来ている。」
               {(u.m.ma.ɡa)PWd}PPh {(ki.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
               ummaɡa ki]ːbuɭ
     V＝ mii-「見る」（F1）：umma=ɡa mii+bur.「祖母が見ている。」
                {(u.m.ma.ɡa)PWd}PPh {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                ummaɡa mi]ːbuɭ  Cf. (20a) ummaɡamiːbu]ɭ
   b.  V＝ bii-「座る」（F0）： umma=ɡa bii+bur.「祖母が座っている。」
                {(u.m.ma.ɡa)PWd}PPh {(bi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                ummaɡa biːbu]ɭ
     V＝ nii-「煮る」（F0）：umma=ɡa nii+bur.「祖母が煮ている。」
                {(u.m.ma.ɡa)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh














5.2 下降 2型のアクセントは 1つ目の韻律語には付与されない




   {(X.nu)PWd}PPh {(V)PWd(bu.r)PWd}PPh







（24）  予測されるピッチパターン③（V＝ nii-「煮る」（F0型）の場合）
   a.  X＝ jarabi「子ども」（F1）： jarabi=nu nii+bur.「子どもが煮ている。」
                  {(ja.ra.bi.nu)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                  jarabi]nu niːbuɭ
   b.  X＝ midum「妻」（F2）：  midum=nu nii+bur.「妻が煮ている。」    中和
                 {(mi.du.m.nu)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                 midum]nu niːbuɭ
   c.  X＝ umma「祖母」（F0）： umma=ɡa nii+bur.「祖母が煮ている。」
                 {(u.m.ma.ɡa)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh










際に観察されるピッチパターンは（25b）niːbu]ɭ である。つまり動詞語根 nii-の F0型のアクセ
ントは実現されている。
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（25） 調査結果②（nii-「煮る」＝ F0型）
   a.  X＝ jarabi「子ども」（F1）： jarabi=nu nii+bur.「子どもが煮ている。」
                  {(ja.ra.bi.nu)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                  jarabi]nu niːbuɭ
   b.  X＝ midum「妻」（F2）： midum=nu nii+bur.「妻が煮ている。」
                {(mi.du.m.nu)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                midumnu niːbu]ɭ  Cf. (24b) *midum]nu
   c.  X＝ umma「祖母」（F0）： umma=nu nii+bur.「祖母が煮ている。」   中和
                 {(u.m.ma.nu)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh










   a.   当該韻律句内に 1つしか韻律語が含まれない場合，F2型のアクセント核は 1つ目の
韻律語に付与される。
   b.  1モーラ接語が単独で付加される場合，「韻律句の拡張」が生じる。
　5.1，5.2節の結果は（27）のように要約できる。
（27）  調査結果の要約
   a.   調査文 X=nu V+bur.「Xが Vしている。」の環境において，動詞語根 Vのアクセント
型の対立は実現する；したがって上記の環境で（26b）「韻律句の拡張」は認められな
い（5.1節）。




























        a. F1型 jarabi「子ども」   b. F2型 midum「妻」   c. F0型 umma「祖母」
形態統語構造  jarabi=nu …        midum=nu …      umma=nu …
音韻構造     {(ja.ra.bi.nu)PWd}PPh      {(mi.du.m.nu)PWd}PPh   {(u.m.ma.nu)PWd}PPh
実現規則（6a, b） {(ja.ra.bi*.nu)PWd}PPh     {(mi.du.m.nu)PWd}PPh   {(u.m.ma.nu)PWd}PPh
 
実現規則（6c） H L H H
ピッチパターン jarabi]nu          midumnu       ummanu
　韻律語が 1つしかないときは F2型のアクセントが実現されないとする考えは，明示的にでは
ないが，松森（2015）にも見られる。松森（2015）は F2型のアクセント型を持つ kjuu「今日」




































（29）  調査結果③（mii-「見る」＝ F1型）
   a.  X＝ jarabi「子ども」（F1）： jarabi=nu mii+bur.「子どもが見ている。」
                  {(ja.ra.bi.nu)PWd}PPh {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                  jarabi]nu miː[buɭ
   b.  X＝ midum「妻」（F2）：midum=nu mii+bur.「妻が見ている。」
                {(mi.du.m.nu)PWd}PPh {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                midumnu mi]ːbuɭ
   c.  X＝ umma「祖母」（F0）： umma=nu mii+bur.「祖母が見ている。」
                 {(u.m.ma.nu)PWd}PPh {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
                 ummanu mi]ːbuɭ
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　青井（2016c: 81）において，多良間方言のアクセントによるピッチの上昇の条件について私は
（30）のように整理した。
（30）  ピッチ上昇の条件（青井 2016c: 81）
   a.   ピッチ上昇が生じるのは必ず 2つ目以降の韻律句である（言い換えれば，発話冒頭の
韻律句にピッチ上昇が生じることはない）。
   b.   ピッチ上昇が実現するためには，当該韻律句よりも前の句でピッチ下降が実現してい
ることが必要である。





（31）  調査結果④（mii-「見る」＝ F1型；jarabi「子ども」＝ F1型）
   a.  mii+bur.「見ている。」
     {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
     mi]ːbuɭ       …動詞語根 mii-の内部でピッチが下降
   b.   jarabi=nu mii+bur.「子どもが見ている。」
     {(ja.ra.bi.nu)PWd}PPh {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh









（32）  調査結果⑤（mii-「見る」＝ F1型；midum「妻」＝ F2型）
   a.  midum=mai mii+bur.「妻も見ている。」
     {(mi.du.m)PWd(ma.i)PWd }PPh {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
     midumma]i miː[buɭ     …動詞語根 mii-の直後でピッチが上昇
   b.  midum=nu mii+bur.「妻が見ている。」
     {(mi.du.m.nu)PWd}PPh {(mi.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
     midumnu mi]ːbuɭ      …動詞語根 mii-の内部でピッチが下降
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　（32）の 2つの例文はいずれも F2型のアクセントを有する名詞語根 midum「妻」が発話頭に
現れ，後続する述語は mii+bur「見ている。（mii-「見る」＝ F1型）」である。両者の違いは名詞





















（33）  調査結果⑥（nii-「煮る」＝ F0型；midum「妻」＝ F2型）
   a.  midum=mai nii+bur.「妻も煮ている。」
     {(mi.du.m)PWd(ma.i)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
     midumma]i niːbuɭ  Cf. (32a) midumma]i miː[buɭ
   b.  midum=nu nii+bur.「妻が煮ている。」
     {(mi.du.m.nu)PWd}PPh {(ni.i)PWd(bu.r)PWd}PPh
     midumnu niːbu]ɭ
　（29）および（31）～（33）の各例文を比較して気づくように，アクセントによるピッチの上昇は，
動詞語根末尾から現れる。したがって，アクセントによるピッチの下降の位置と比較すると，上
昇が現れる位置はそれよりも 1モーラ右であると言える（青井 2016c: 80）。
　本節で記述したようなアクセントによるピッチの上昇の仕組みに関しての考察は稿を改めてお
こないたい。それを記述するためにはどのような基底表示やアクセント規則を仮定すればよいか
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Two Types of Accent Neutralization in Miyako-Tarama Ryukyuan
AOI Hayato
JSPS Research Fellow (PD) / Visiting Researcher, NINJAL
Abstract
The Miyako-Tarama variety of Southern Ryukyuan has three accent classes (F1, F2 and F0), 
which are distinguishable according to the existence or non-existence of falling pitch and its place. 
However, they are neutralized in some environments (Aoi 2012, 2016a, 2016d). In this paper, 
I focused on two types of accent neutralization, falling neutralization (F1~F2/F0) and leveling 
neutralization (F1/F2~F0). 
  I tested the hypothesis for distinguishing and explaining those two types of the accent 
neutralization. In conclusion, I will insist on the following 2 points: (i) Type F2 does not realize 
if there is only one Prosodic Word in the Prosodic Phrase (PPh) in question; (ii) the result of my 
research does not prove the existence of “Enlargement of PPh” (Igarashi 2015).
Key words: Miyako-Tarama Ryukyuan, 3-pattern accent system, neutralization, pitch rising
